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排・培　土　の　機　械　化　に　関　す　る　試　験

佐々木　　功・吉田功三

（岩手県鹿試）

畑作薫の機械化は大型利用の場合に拍ト一応の一宮作美

体系は出来ているが小型歩行用トラクター利用の場合に

は個別作業の断続で一貫性がない．小型機利用の場合の

うちでとくに管理作製の培土あるいは排土作業の機械化

が殆んどなされず，人力に依存しているので特に大型培

土を必要とするアスパラガスの排・培土の機械化につい

て実験して見た．

1・　試　験　方　法

トラクターはサトウ式小型歩行用トラクターを供用し

た∵排・培土作楽機として高化一連型（格子型）・上京

式丁スバラガス培土機（主要諸元第1表）である．供試

圃場は岩手県農業試験場本官圃場t供績火山灰土）アス

パラガス栽値年次昭和豊年4月楯で経過年数5年目品種

はメリーワシントン栽値但触は1助mX約mの圃場迫アー

ルを用いた．

第1表　上象式培土機の主要諸元

銘　　　　　　　 柄 上象式 アスパラガス培土機

全　　　　　　 長　 （仰） gr
全　　　　　　 巾　 （畑） 1詑

研
全　　　　　 高　 （仰）
プロペラ回転直経　 （m ）
動力取出プーリーの直堆（仰） 15
刃　の　 大　 き　さ　 （のり 40 x l5

培土実験は4月通日一通日，如土実験7月4日に行な

った・培土機の横道は弟1図の過少であるが予備調査の

結果プロペラの無負荷時回転数は最大釘0月脾ロットル

陶慶喜 の時謝長月ばであった．
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第1幽　7スパヲガス培土機（前方図）
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2・　試　験　結　集

L培土機性能調査（サトウ式テーラー装着）

（U土壌の反転及飛散調査

テイラーの右車輪を7ス′ミラガスの根元を歩行させ培

土機の土受カバーを亜0の角度にした場合の土凛の反転，

飛敗は図示（弟2図）の過少で右斜後方向に反転飛放し

型に比較しその飛散距離が極めて大であわ土塊も微粒と

なる．前進方向に沿ってのれ間の培土重量は51・5伽であ

った．
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第2図　培土機の土農の反転飛散

②培土調査

培土作業工程の往復回数を2－8回と想定したが性能

の最大を得るため1往復に限定し培土高．培土巾∴培土

の飛放位置を調査した．その断面図は第3図の過少であ

るがこの似合の耕深（刃のササリ）14餌で．サトウ式小

型歩行用トラクター（搭載エンジン4－51P）では過負

荷の状態で蓮続運転が出来得なかったと息れる．
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第8凶　培土断面図

弟1回（往）では諷○窮1回（復）では亜○の土受カ

バー角度での実験よ少培土高では甜○＞亜0．

培土巾では甜○＜亜○　てあ少培土量は耕保と比例し増

減するので此の実験では等しい．
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2・作集工程試鹸

L培土機

岩手県のアスパラガス栽培の培土条件は砕土をしなが

ら培土高測爪でカマポコ型に培土（盛土）す●る．此等の

諸条件と作業機の性能或はェンヂン馬力等を勘案しなが

ら実験した作薬工程は第4図の通りであり劫爪培土では

8往復で培土が出来た・比の場合の耕深調節は旭川とし

（刃角並に尾輪によ少調節可能）又土受カノく－は随時作

美工程忙よカ適角度に鯛㈲しなければならない．
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弟4囲　作業工程断面図

2型培土（高北式格子型）

トラクターはサトウ式歩行用小型トラクター供用した．

実験の結果充分を成績を得られなかったので共の大略を

記すると御所培土は困難であるが幻爪位までは可能であ

る．その往復歓は6匝lで出来上力状態は私砕土不均一の

培土瞳のため人手による手直し作業時間も極めて大であ

る．又租砕土の為にホワイトアスパラガス生産には不適

当であるので再実験する．

＆排土実験

供用トラクター供試作美顔は培土実験機と向じであ少

供試圃場も培土実験した圃場を供用した．培土機では排

土量並に排土距離に於て型よ少も大であったがトラクタ

ーの歩行が（ゴムタイヤ車輪装着では）畦高によ少極め

て不安定であったので実験を中止し型のみ実験した．

排土前の畦高祖m（弟5幽）でトラクター歩行も第1

往復作美は睦の中央部分（項郡）を前進歩行，両も排土

抵抗等にエ少トラクターの横放れにな少不安定であるが

操作政術にエ少容易に出来る．2回以後の作業は随時ト

ラクターも安定を均すので作業も容易に出来た．1瞳の

耕土作業完了までの牡復数6垣でめった．出来上州排土

面は波状になるが栽培上に於て閑地にならない．
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弟5図　排土耐性の断面図

′dO j■ク

5．　作　業　時　㈹

L培土（アスパラ培土機）107－ル当力

作業速度　　　0・3γ㍗

直行時間　　　　都′　伊

旋回時間　　　13′2ダ

仕上手入時　　　笥′劫〝

合計作業時陶　1茄′劇〝

乙排土（高北1蓮型）

作業速度　　　0．γ㌣

直行時間　　　41′36〝

旋回時間　　　11′遮〝

合計作業時間　色′脚

注　瞳の長さ18I乃70（¶とする．

4．　結 二
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L培土

7∵ス′くラガスの培土は普通作物と比較してその畳並に

厚さに於て極めて大であわ面も一度に培土作業が出来な

いので睦高による作業の困難性がある．1往復時は普通

畑での培土作業程度の仕事の維易姓であるが，2．3

往復時の作美工程に於ては横方向に傾斜（5㌦約0）す

るが前作菓工程にかいての車輪，刃跡の溝に片車輪を通

らせることにエ少作巣が容易に出来る．観察により適正

スピードは0．5ワ象にある様に推定されるがトラクターの

馬力と機種による安定性の差によ少変るものと思われる

所要馬力については明らかでないが供用トラクター搭載

エンヂン4－51やでは耕来場仰前後で過負荷の状態にな

ることから推定して6H，以上のテンヂン塔載トラクター

であれば二往復の作業行程で培土が可能である様に推定

される．

型に上る培土は一般耕撃では砕土が租であるため品質

の低下が想定されるので培土前に瞳間の砕耕が必蛍であ

ろう．培土機，撃培土共にレーキ等による培土表面の凹

凸の均平が必畳である，

2耕土

高瞳によりトラクターが極めて不安定で培土機での突

崩を中止せざるを得なかったが翠にかいては相当の困経

をともなうが作業が出来をくもない．その不安定も車幅

のスリップを除去し得るならば可能と仮定し鉄車幅並に

水田用かと車輪を装着しての再試験を計画している．ス

ピードに放ては培土機では0・4巧㌔，撃では0・7当以下で
なければ機械操作上に非常に苦労する．

丁スバラの排土は梅雨期の作美のため作業機に土の附

着（土凛水分多にユタ）が多い．

本実験は途中までの結果であ少特に今后1段撃又は2

鰍での培土作業を行う安易な換作法を究明する必客が

ある．


